
6 号 地内

円 円

円 円

（ 円 ） （ 円 ）

工事日数 日間 　日間（付与日数 日間 ）

又は 完成期限 令和 7 年 11 月 30 日 完成期限 年 月 日

三川・温泉スキー場第１リフト降り場鉄骨修繕工事 Ｎ＝1式

阿賀町　三川支所　振興係

令和 7 年 度 審　　査

三川・温泉スキー場第１リフト降り場鉄骨修繕工事
設　計　書

設　　計

工　　事　　番　　号 施　　　工　　　地

R７三ス第 東 蒲 原 郡 阿 賀 町 川口

実　　　施　　・　　元 変　　　　　　　更

設　　　　計　　　　額

契　　　　約　　　　額

（内消費税額）

工 事 ・ 履 行 日 数

実　　　施 変　　　更

（元）

設計概要 設計概要



総  括  情  報  表

設計書名 令和7年度　R7三川・温泉スキー場第１リフト降り場鉄骨修繕工事

事業名

適用単価区分 実施単価

適用単価地区 津川①

単価適用基準日

土木歩掛及び水道歩掛（R7.7.20)、資材単価（R7.7.20)

諸経費体系

施工地域区分 施工場所が一般交通影響なし

前払率 40%

イメージアップ経費 イメージアップなし

契約保障に係る保証 なし

労働単価の補正率 0％：補正なし

小型車補正 小型車補正なし

消費税率 04 10%

三川・温泉スキー場施設管理費

鉄骨工事

 当　世　代  前　世　代



単位 数　量

式 1

式 1

％ 30

回 4

端数処理

往復

工事価格×10％

第２号内訳書

解体工事

工事費の30％以内

三川・温泉スキー場第１リフト降り場鉄骨修繕工事

鉄骨工事

消費税

諸経費

合計

工事価格

直接工事費

重機運搬費

工事費

規　格　・　寸　法　・　仕様　工　　種　　・　　名　　称　

本　工　事　内　訳　書

金　　　　額 摘　　　　　　　要単　　価

第１号内訳書



第　１　号

単位 数　量

m2 76.0

m2 76.0

m2 76.0

式 1.0

m2 76.0

台 1.0

m2 59.0

式 1.0

見積

工事費

搬出費

鉄骨撤去

摘　　　　　　　要

本　工　事　内　訳　書

　工　　種　　・　　名　　称　 規　格　・　寸　法　・　仕様 単　　価 金　　　　額

見積

見積

足場材運搬

解体工事

足場組

解体・搬出機材損料

消耗品費

床材撤去 見積

架台損料 見積

計

見積

見積

見積



第　２　号

単位 数　量

kg 5,050

kg 100

kg 5,050

式 1.0

kg 5,050

式 1.0

式 1.0

式 1.0

式 1.0

式 1.0

式 1.0

式 1.0

m2 59.0

式 1.0

m2 114

枚 136

人 16

m2 114

見積

見積

見積

副資材費

鋼材費

摘　　　　　　　要

製作費

見積

本　工　事　内　訳　書

　工　　種　　・　　名　　称　 規　格　・　寸　法　・　仕様 単　　価 金　　　　額

鉄骨工事

見積

見積

見積

消耗品費

荷揚げ建て方工事

溶接部超音波検査

現場加工費

工場加工費

現地作業費

建て方費

資材運搬

見積

見積

見積

亜鉛メッキ

見積

アンカーセット 見積

見積

見積

床板

機材費

水平ネット・親網・足場

消耗品費

板張り

防腐塗装

木組み施工費

溶融亜鉛メッキ 見積

木下地組

見積

根太

見積

計

見積













特記仕様書 

 

１．適用範囲 

 この仕様書は、阿賀町が発注する次の工事に適用する。 

［ 令和 7 年度 R7 三ス第 6 号 三川・温泉スキー場第 1リフト降り場鉄骨修繕工事］ 

 

２．工事概要 

 １）第 1 リフト降り場鉄骨修繕工事  

 ・鉄骨・床材撤去 

 ・鉄骨・床材設置 

３．新潟県土木工事標準仕様書の準用 

 次の事項については、新潟県土木工事標準仕様書を準用する。 

 １）施工計画書 

 ２）施工管理 

 ３）工事関係者に対する措置請求 

 ４）工事中の安全確保 

 ５）官公庁への手続等 

４．公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版の準用 

 一般事項については別紙、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版を準用

する 

５．発生材処分 

・発生材は、場外に搬出し関係法令に従い適切に処理する。 

・発生材は、有価物として取り扱わず産業廃棄物として処理しなければならない。 

・持込む産業廃棄物処理施設や業者については、監督職員の承諾を受けること。 

・発生材の処分費用については変更により増額できるものとする。 

６．履行確認 

 工事の履行確認にあっては、実地及び写真その他監督員が指定する書類により行う。 

 

６．疑義・その他 

 受注者は、上記に定めのない事項又は工事の施工にあたり疑義が生じたときは、その

都度監督員と協議するものとする。 










































